
令和２年 第１回大河原町教育委員会定例会会議録 

１ 招集日時  令和２年１月２４日（金） 

 

２ 招集場所  大河原町役場 委員会室 

 

３ 出席委員  舟山幸枝委員、一盃森広志委員、丹羽宜博委員、小山明子委員、鈴木洋教育長 

 

４ 説明のため出席した者 

   教育総務課長 佐藤勝弘、生涯学習課長 八島良隆、学校教育専門監 池田尚人 

 

 ５ 開  会 午後２時 

 

６ 令和元年第 12回教育委員会定例会議事録の承認について  

  鈴木教育長 （委員全員に諮って）承認する。  

       舟山委員、丹羽委員 署名。 

 

７ 教育長報告 

（１） 一般事務報告について 

報告第１号 令和２年度教育関係予算の要求状況について 

鈴木教育長 （委員全員に諮って）承認する 

 

〈質疑〉 

一盃森委員 

 

 

佐 藤 課 長 

 

池田専門監 

 

鈴木教育長 

舟 山 委 員 

 

佐 藤 課 長 

八 島 課 長 

学校図書司書も増額になっているが、人が増えるのか。副読本は何を作成

するのか。遊具は年次計画で整備していくのはありがたい。図書整備事業

の算定根拠はなにか。書架等は大丈夫か。 

会計年度任用職員になるため人件費が増額。図書購入費は充足率及び達成

のため、中学校に予算配分している。 

令和 2年度は暗唱読本を増刷。中学校の本は単価が高いため充足が進まな

い。 

大中の充足率７５％程度。読書量は昨年よりもあがっている。 

金ケ瀬公民館はまだ和式で高齢者が多いので、改修が入るは良かった。学

校のトイレ改修どうなるか。 

来年度中に整備するために、現在進めている。 

金ケ瀬公民館については、ロビー、調理室、大集会室に空調を整備する。 

 



報告第２号 会計年度任用職員制度について 

鈴木教育長 （委員全員に諮って）承認する    

 

(２)専決事務報告 

なし 

 

８ 議 事  

なし 

 

９ その他 

(１)教育長報告 

①教育現場でのクレーム対応  

保護者によるクレームの事例を紹介した。学校の法的義務はどのようになっているか

示した。クラス替えや保護者同士の仲裁などを学校は受け入れる必要はない。対応に苦

慮する保護者がいるが、大河原は町の顧問弁護士に相談するなどしている。 

②スマホ問題 

  川島隆太先生著書からの抜粋。なぜ学力が破滅するのか。長時間スマホをすることで

学習内容が身につかない。３０分くらい使用する子はかえって学力が高い。長い時間寝

る、音楽を聴きながらでは学力は伸びない。家庭と連携して取り組んでいく必要があ

る。 

③校則について 

校則の中にあまりにも細かい内容が規定されていることがあるのではないか。町内中

学校では一般的なものだった。もっと簡素化する必要があるとの意見もあるが、ある程

度のラインは定めておくべきだと思う。 

④新学習指導要領とＩＣＴの効果的な活用 

４月からプログラミング教育が始まる。ギガスクール構想への対応。ソフトバンクと

の連携協定から自宅学習のパルステップを不登校や特別支援の児童生徒に効果的に利用

したい。 

⑤新学習指導要領と特別支援教育 

専門家、医者は個の個として見るが，教員は集団の中の個として見る。専門家からの

アドバイスをそのまま実行するのではなく、集団として見取っていく必要がある。特別

な支援を要する児童生徒に対して，タブレットの活用は有効。 

⑥保幼小接続期カリュキラム 

スタートカリキュラムを作成中。各学校で自校化してもらう。小学校教員が幼稚園や

保育園の様子を参観することも必要。 

⑦授業力について 



上智大学の奈須先生。優れた教師になるためには地道な努力が必要。 

⑧PISA調査に関する「読解力」について 

ネット情報の読み取りが多かった。ネットを利用して学習することが、日本ではまだ

少ない状況にある。 

⑨「令和元年度学校保健統計調査」について 

大河原町の児童生徒の体格がいい。肥満と痩身の 2極化が進んでいる。視力が悪い。

歯医者に通う環境がよい。 

⑩「全国体力・運動能力等調査」について 

宮城県は低い状況にあるが，大河原町は全国平均よりも高い。体型と運動能力が関連

しており，中２女子が肥満傾向があり運動能力にも課題がある。 

⑪その他 

・2学期の授業参観，懇談会の保護者の参加状況について。 

・台風 19号の被害で指導要録等の流失事故があった。本町では，金庫や施錠できると

ころに保管してあり，保存年限を過ぎたものは順次廃棄している。 

 

〈質疑〉 

舟 山 委 員 

池田専門監 

鈴木教育長 

 

一盃森委員 

 

 

池田専門監 

 

 

丹 羽 委 員 

 

小 山 委 員 

 

 

池田専門監 

保育所、幼稚園から引継ぎのため学校に出す資料はあるのか 

引継ぎの際にあり，確認している。 

アプローチカリキュラム、スタートカリキュラムを充実させ，小学校と幼

稚園・保育所の接続をスムーズにしたい。 

そのような計画は、町内の幼稚園、保育所先生も了解しているのか。以前

は上手く協力がもらえなかったことがあったが、現在についてどうか。交

流ができるように進めてほしい。 

幼保小連絡協議会がある。実際に授業を参観したり，小学校入学までにこ

んなことをしてほしいとか、児童個別の配慮などについて情報交換したり

している。 

幼稚園の先生や保育所の先生が書く資料を小学校が側でいただけるだけで

もいいと思う。 

幼稚園と小学校の話があったが、小学校と中学校の間でもあればいいので

はないか。中学校の先生に小学校で教えていただく機会があれば，顔を知

ることができ安心できる。 

非常に大切なこと。重要なことだと考えている。事前に情報があることで

その後の学校生活に活かせる。 

 

 

 



 

（２）課長報告 

 GIGAスクール構想の実現に向けた構内通信ネットワーク整備事業について 

〈質疑〉 

丹 羽 委 員 

池田専門監 

 

 

 

舟 山 委 員 

子供たち一人一人が持つのは、いつの予定か。 

2024年を目指している。さらに将来的には自分のものを持ち込んで使用で

きる環境を作る必要がある。県立支援学校の生徒は補助がでるので、各自

が購入し持ち込める体制になっているが，現時点で公立学校では保護者負

担になるため格差が生じる。今回の国の補助が児童生徒分のみ。 

教科書同様，学習のためにタブレットが必要であるのに国が費用を出さな

いのはいかがなものか。 

 

・町内の標準学力調査１２月結果について 

・大河原中学校の防災ボランティアの活動について 

 

１０ 次回教育委員会の開催日程について 

  鈴木教育長 次回は令和２年２月１３日（木）午後 2時から定例会を開催する。 

 

１１ 閉会宣言 午後 4時 05分 

 

 

令和２年２月１３日 

 

      署名委員 

 

 

 

      署名委員 


